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工学的側面 材料研究の側面

特定の環境での確性
照射試験

材料と中性子の相互作用に
関する一般的な情報

荷電粒子や高エネルギー中性子
(14MeV)による、再現性、外挿性があ
る材料照射データの取得

コンピュータシミュレーションや
マルチスケールモデルの精度向上

コントロールされた高中性子束で、再現性・外挿性がある照射データ
の取得による、マルチスケールモデルの検証、巾広い中性子照射条件
下での材料の照射挙動の把握
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より一般化された照射条件
で、包括的な材料照射デー
タを取得

コントロールされた条件
下での照射データの取得
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JMTR/「常陽」の先進的な照射装置

工学的側面 材料研究の側面
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EBR-2 での照射試験
Stage I

FFTF/MOTA
Stage II,IV

100～200dpaの照射試験が実施

されているが、照射条件の評価
精度が課題

より高いdpaの照射試験を、

再現性のあるコントロールさ
れた照射条件で実施

OSIRIS
BR-2
HFR
Stage I,II,III

JHR
Stage IV

高中性子束下でのオンライン
照射により、再現性のある
データを取得

海外での材料照射試験の例

多用途炉 専用炉
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